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Ⅰ 研究の目的 

１ 就学前教育と小学校教育の円滑な接続に関わる現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究開発の視点 

就学前教育と小学校教育の円滑な接続に関わる現状と課題を踏まえ、円滑な接続を推進するための視点を以下のように考えた。 

 

 

 

そのために、就学前施設での５歳の学びが伝わるようなシートの開発及び学びと育ちをつなぐシートの活用方法についての説明

資料の作成を行う。 

就学前教育と小学校教育の円滑な接続を図るために 

～幼児の学びと育ちをつなぐ、スタートカリキュラム編成・実施に向けた資料の開発～ 
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①小学校の教員との意見交
換、合同の研究 
 

②「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」を共有 

 
① 「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」を踏ま
えた指導の工夫 

 
②スタートカリキュラムの
作成 

幼稚園教育要領 小学校学習指導要領 

就学前教育と小学校教育の円滑な接続に向けてのイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 教育課程の編成 ・実施状況調査  東京都教育委員会）   令和２年度の実施状況  公立幼稚園 ・小学校 ・中学校等〕〉 

スタートカリキュラム編成・実施に向けた研修会・協議会の実施状況について 小学校等への調査） 

多くの小学校においてスタートカリキュラムを編成しているが、就学前施設との合同研修会や協議会の

実施が十分ではなく、就学前施設からの助言等を反映させたスタートカリキュラムになっていない。 

 

86.4 13.6%

スタートカリキュラムを編成しているか 

 

38.7 61.3

編成してない 

スタートカリキュラム編成に向けた 

就学前施設との合同研修会や協議会を実施しているか 

編成した 実施してない 実施した 

・ 各就学前施設での５歳児の発達や学びについて小学校の教員と共有できるようにすること。 

・ 生活や教育方法の違い、各就学前施設での学びや育ちを反映したスタートカリキュラムを編成・・実施できるように

すること。 

Ⅱ 円滑な接続に向けた資料の開発に向けて 

１ 開発する資料 

(1) 学びと育ちをつなぐシート 

就学前施設において５歳児がどのようなことを経験して育ってきたか、保育者の援助や環境

の工夫をまとめたシートである。就学前施設は、５歳児の経験や小学校につながる学びや集団

生活における幼児の育ちについて就学先の小学校に伝える際に、本シートを活用することがで

きる。小学校は、本シートの内容から、新入学児童が経験してきたこと、集団での育ち、具体

的な遊びや活動を知ることが可能になる。また、環境の構成に関する写真やイラストを「 補助

資料」として添付することで、就学前施設における取組をより具体的に示すことができる。 
 

(2) 学びと育ちをつなぐシートの活用例 

就学前施設の保育者が作成した学びと育ちをつなぐシートを基に、小学校教員と引継ぎを行

い、小学校が子供の発達や学びの連続性を踏まえた教育の実践につながるスタートカリキュラ

ムを編成する一連の流れを示した例のことである。 
 

(3) 就学前施設と小学校との接続カレンダー 

就学前施設と小学校との円滑な接続に向けて、１年間を見通した接続のモデル例である。就

学前施設と小学校においてよりよい連携や交流、引継ぎ等、見通しをもって進める際に、本カ

レンダーを活用することができる。 

 

２ 開発した資料の特徴について 

(1) 「学びと育ちをつなぐシート」について 

就学前施設での学びや育ちを小学校に伝えるに当たり、学びと育ちをつなぐシートは、 就

学前教育カリキュラム改訂版（平成 30 年３月）」に掲載している、 乳幼児期の子供の発達

に応じて確実に経験させたい内容の視点」を基に、幼児が経験してきたことや教員の援助「 環

境の工夫について記入できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(2) 「学びと育ちをつなぐシート」活用例について 

各小学校において、子供の発達や学びの連続性を踏まえた教育の実践につながる児童の実態

に即したスタートカリキュラムを編成するには、様式を示すだけではなく、就学前施設での学

びや育ちが生かされたスタートカリキュラムを編成する流れを示す必要があると考えた。 

次ページⅢに、就学前施設での子供の学びや育ちを、小学校へどのようにつなげればよいの

かを示した活用例を掲載している。 

学びと育ちをつなぐシート 

記入欄 
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Ⅲ 学びと育ちをつなぐシートの活用例 

Ⅳ 成果 
・ 「学びと育ちをつなぐシート」の作成 

各就学前施設で５歳児が経験してきたことについて項目を設けて記入できるようにしたことで、項目ごとに

教員の援助、環境の構成を具体的に伝えられるシートを作成することができた。 

・ 就学前施設での学びや育ちを小学校へつなぐ流れの明確化 

 学びと育ちをつなぐシート」を基に引継ぎ会議を行うことから、小学校が就学前施設での学びや育ちを取

り入れたスタートカリキュラムを編成 実施する方法例を示すことができた。 

「就学前教育」委員名簿 

 

 

 

 

担当 東京都教育庁指導部義務教育指導課 指導主事 吉田 元 

就学前施設 

１ 「学びと育ちをつなぐシート」には、幼児の経験、保育者の指導や

環境の構成を記入する。 

小学校 

・身支度をする 

引継ぎ 

 

幼児が見通しをもって生活

したり、自分の遊びに取り組

んだりしていることを、小学

校の先生に伝えることができ

ました。 

小学校の先生は、就学前施

設での指導や環境の構成につ

いて興味をもって質問してい

ただいたので、有意義な引継

ぎ会議になりました。 

保育者 

学びと育ちをつなぐシート 

２ 「補助資料」には「学びと育ちをつなぐシート」の内容に関する具

体的な手だてや写真を添付する。 

補助資料 

３ 保育者は、「学びと育ちをつなぐシート」と

「補助資料」を用いて、就学前施設での活動を

伝える。 

小学校は、就学前施設からの話を受け、保育

者に質問をしながら協議メモ欄に記入する。 

就学前施設では、一日の予定

を絵や文字で表示していまし

た。また、登園時の集まりの際

に、保育者が一日の予定を伝え

ることで、幼児はその日の活動

に期待をもち、意欲的に参加し

ていることが分かりました。 

入学したばかりの１年生には

就学前施設での取組を取り入れ

いこうと思いました。 
小学校教員 

４ 引継ぎの内容を基に、スタートカリキュラム編成・実

施の留意事項を記入する。「学習活動の工夫」、「学習

環境の工夫」、「掲示の仕方」等を検討し留意事項とし

てまとめる。 

○○小学校スタートカリキュラム編成・実施の留意事項 

５ 留意事項の内容をスタートカリキュラムに反映させる。 

○○小学校スタートカリキュラム 第１週 

・身支度をする ・身支度をする 

今日の流れ 今日の流れ 今日の流れ 今日の流れ 
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